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計

画

案

の

公

開 

公

聴

会

の

開

催

計
画
案
へ
の
ご
意
見
の
募
集

　

こ
れ
か
ら
は
、
都
市
に
お
け
る
住
み

や
す
さ
や
働
き
や
す
さ
と
い
っ
た
要
因

が
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
き
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
町
田
が
持
つ
歴
史
・
風
土

・
景
観
や
都
市
機
能
を
最
大
限
に
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
、
都
市
の

魅
力
を
高
め
、
そ
の
魅
力
を
積
極
的
に

発
信
す
る
こ
と
で
「
町
田
ブ
ラ
ン
ド
」

の
確
立
を
図
り
ま
す
。

　

一
方
、
都
市
に
お
け
る
住
み
や
す
さ

と
し
て
は
、
ま
ず
安
心
、
安
全
の
確
保

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実
に
よ
る
安
心
の
確

保
、
地
域
づ
く
り
や
様
々
な
主
体
と
の

連
携
を
通
じ
た
安
全
の
確
保
を
進
め
、

創
意
と
工
夫
に
よ
り
安
心
・
安
全
・
快
適

な
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
個
性

と
特
色
を
生
か
し
た
都
市
間
連
携
を
進

め
る
こ
と
で
、
人
が
市
域
を
意
識
せ
ず

に
生
活
で
き
る
都
市
を
実
現
し
ま
す
。

　

今
後
、
知
識
社
会
（
専
門
知
識
や
高

度
技
能
を
有
す
る
人
が
け
ん
引
力
と
な

る
社
会
）
が
進
展
す
る
こ
と
に
伴
い
、

専
門
性
や
創
造
性
が
よ
り
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

知
識
社
会
に
適
応
で
き
る
教
育
や
学
習

へ
の
転
換
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
誰
も
が
自
分
の
個
性
や
能

力
、
学
習
の
成
果
を
地
域
や
社
会
で
発

　

「
基
本
構
想
（
案
）
・
基
本
計
画

（
骨
格
案
）
」
（
以
下
「
計
画
案
」
と

い
い
ま
す
）
の
全
容
は
、
次
の
方
法
に

よ
り
公
開
し
ま
す
。

○
計
画
案
冊
子
を
政
策
審
議
室
、
市
民

相
談
室
、
市
政
情
報
や
ま
び
こ
、
図
書

館
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
頒
布

○
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
）

　

計
画
案
へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
頂
い
た
ご
意
見
・
ご
提
案
の
概

要
、
計
画
へ
の
反
映
結
果
及
び
ご
意
見

等
に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、
基
本
計

画
（
案
）
公
開
時
に
併
せ
て
公
表
し
ま

す
（
す
で
に
頂
い
て
い
る
ご
意
見
に
つ

い
て
も
、
同
様
に
扱
い
ま
す
）
。

【
ご
意
見
募
集
期
間
】

２
０
０
３
年
８
月　

日
〜
９
月　

日

１１

１０

【
ご
意
見
の
提
出
方
法
】

○
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
町
田
市
長

期
計
画
へ
の
ご
意
見
募
集
用
電
子
メ
ー

ル
で

○
政
策
審
議
室
あ
て
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

送
付
（
6
７
２
４
・
１
１
６
３
）
で

○
政
策
審
議
室
（
〒　

－

８
５
２
０
、

１９４

中
町
１－

　

－

　

）
あ
て
に
郵
送
で

２０

２３

○
紙
面
に
記
入
の
上
直
接
政
策
審
議
室

窓
口
に

※
案
件
名
と
し
て
「
町
田
市
基
本
構
想

・
基
本
計
画
案
に
つ
い
て
」
と
ご
記
入

下
さ
い
。
特
定
の
書
式
は
定
め
て
お
り

ま
せ
ん
。
住
所
・
氏
名
等
の
記
入
も
任

意
で
す
。

【
注
意
事
項
】

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
は
ご
遠
慮
下
さ

い
。

※
ご
意
見
へ
の
個
別
の
回
答
は
行
い
ま

せ
ん
。

※
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
、
特
定
の

団
体
・
個
人
等
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
が

含
ま
れ
る
も
の
は
無
効
と
し
ま
す
。

※
公
表
の
際
は
、
意
見
提
出
者
名
を
含

め
個
人
を
特
定
で
き
る
事
項
に
該
当
す

る
部
分
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

　

計
画
の
説
明
を
行
い
参
加
者
の
ご
意

見
を
う
か
が
う
た
め
、
次
の
と
お
り
公

聴
会
を
行
い
ま
す
。
公
聴
会
で
頂
い
た

ご
意
見
は
、
ご
意
見
募
集
の
場
合
と
同

様
に
扱
い
ま
す
（
詳
細
は
、
次
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
）
。

○
日
時　

９
月
６
日
（
土
）
午
後
１
時

　

分
〜
５
時

３０○
会
場　

町
田
市
健
康
福
祉
会
館

揮
で
き
る
よ
う
、
活
動
の
支
援
に
向
け

た
取
り
組
み
や
、
活
動
す
る
機
会
と
場

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
し
い
社
会
を
切
り
開
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
人
に
対
す
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

重
点
目
標
①　

一
人
ひ
と
り
が
地
域
や

社
会
で
活
躍
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

　

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
意
思
と
選
択

に
基
づ
い
て
地
域
や
社
会
に
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
持
ち
味
を
発
揮
で

き
る
社
会
を
つ
く
る
。

《
目
標
達
成
の
視
点
》
ス
キ
ル
の
獲

得
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
へ

の
適
応
、
活
躍
の
場
の
確
保
、
社
会
貢

献
・
社
会
参
加

重
点
目
標
②　

知
識
や
能
力
を
生
か
し
、

社
会
を
リ
ー
ド
で
き
る
人
を
育
て
る

　

自
ら
の
知
識
や
能
力
を
生
か
し
、
経

済
や
社
会
を
け
ん
引
し
て
い
る
人
や
、

町
田
を
拠
点
と
し
て
広
く
社
会
で
活
躍

し
て
い
る
人
が
多
く
い
る
状
態
を
つ
く

る
。

《
目
標
達
成
の
視
点
》
社
会
貢
献
、
起

業
家
育
成
、
知
識
社
会
へ
の
対
応

重
点
目
標
③　

次
世
代
の
社
会
を
担
う

人
を
育
て
る

　

将
来
の
社
会
経
済
環
境
の
変
化
や
知

識
社
会
に
対
応
し
、
次
世
代
の
社
会
を

担
い
、
開
拓
し
て
い
け
る
子
ど
も
が
育

つ
環
境
を
つ
く
る
。

　

自
分
の
意
志
で
選
択
し
、
行
動
に
責

任
を
持
て
る
子
ど
も
、
自
分
の
将
来
像

を
描
け
る
子
ど
も
が
育
つ
環
境
を
つ
く

る
。

《
目
標
達
成
の
視
点
》
画
一
か
ら
個
性

発
揮
、
知
識
社
会
へ
の
対
応
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重
点
目
標
③　

テ
ー
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
、
企
業
・
行
政
と
対
等
な
経
済
・
社

会
の
担
い
手
と
な
る
環
境
を
つ
く
る

　

テ
ー
マ
に
よ
る
様
々
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
社

会
に
活
力
を
与
え
、
新
し
い
都
市
生
活

の
ス
タ
イ
ル
を
生
み
出
し
、
情
報
を
発

信
し
て
い
る
状
態
を
つ
く
る
。

《
目
標
達
成
の
視
点
》
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
性

化
、
公
民
連
携

重
点
目
標
④　

生
活
者
が
よ
り
良
い
サ

ー
ビ
ス
を
選
択
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

　

生
活
者
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
が

行
政
で
あ
る
か
、
民
間
で
あ
る
か
を
意

識
せ
ず
に
、
自
ら
の
求
め
る
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で
き
、
各
提
供
主
体

の
連
携
ま
た
は
競
争
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス

の
質
が
高
ま
っ
て
い
る
状
態
を
つ
く

る
。

《
目
標
達
成
の
視
点
》
生
活
環
境
向

上
、
産
・
学
・
公
連
携

め
る

　

緑
の
多
い
住
宅
街
、
交
通
結
節
点
で

あ
る
中
心
市
街
地
、
丘
陵
地
に
残
る
自

然
、
歴
史
や
文
化
な
ど
、
町
田
が
も
つ

特
性
（
強
み
）
を
活
用
し
、
市
民
が
自

慢
し
た
く
な
る
よ
う
な
都
市
の
魅
力
を

高
め
る
。

《
目
標
達
成
の
視
点
》
魅
力
あ
る
都
市

景
観
、
集
客
力
向
上
、
都
市
の
「
強

み
」
の
活
用
、
町
田
ブ
ラ
ン
ド

重
点
目
標
②　

良
好
な
住
環
境
を
支
え

る
た
め
の
都
市
機
能
を
充
実
さ
せ
る

　

市
民
が
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思
う
よ

う
な
、
良
好
で
魅
力
的
な
住
環
境
を
形

成
し
、
落
ち
着
き
の
あ
る
住
宅
都
市
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る
。

《
目
標
達
成
の
視
点
》
生
活
環
境
向

上
、
都
市
機
能
整
備
、
街
並
み
景
観
の

向
上

重
点
目
標
③　

生
活
の
質
を
高
め
る
た

め
の
支
援
を
行
う

　

市
民
の
生
活
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
の

体
制
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
感

を
与
え
、
く
ら
し
の
満
足
度
を
向
上
さ

せ
る
。

《
目
標
達
成
の
視
点
》
生
活
環
境
向

上
、
安
全
・
安
心
の
確
保

重
点
目
標
④　

自
治
体
相
互
の
個
性
と

特
色
を
生
か
し
、
生
活
者
に
利
益
を
も

た
ら
す
都
市
の
連
携
を
確
立
す
る

　

市
域
に
と
ら
わ
れ
な
い
行
動
圏
に
対

応
し
た
、
生
活
・
消
費
・
文
化
・
経
済

等
の
環
境
が
形
成
さ
れ
て
い
る
状
態
を

つ
く
る
。

《
目
標
達
成
の
視
点
》
市
域
を
意
識
し

な
い
生
活
、
都
市
間
連
携

基
本
目
標
２

住
み
た
い
ま
ち
、す
ご
し
た
い
ま
ち
、

誰
も
が
誇
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る

基
本
目
標
３

活
躍
す
る
人
が
育
つ
ま
ち
を
つ
く
る

　

人
口
急
増
の
著
し
い
相
原
・
小
山
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
に
、
新
し

く
小
山
ヶ
丘
小
学
校
が
新
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
７
月　

日
着
工
し
ま
し

２３

た
。
同
地
域
は
こ
こ
数
年
住
宅
・
マ
ン

シ
ョ
ン
等
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
き
、

通
学
区
域
と
し
て
い
る
小
山
小
学
校
が

大
規
模
化
す
る
た
め
に
新
設
す
る
も
の

で
す
。
併
設
予
定
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

と
共
に
２
０
０
５
年
４
月
の
開
校
を
目

指
し
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
設
小
山
ヶ
丘
小
学
校
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
２
〜
４
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
９
９
０
０
㎡
で
、
普
通
教

室
、
予
備
教
室
合
わ
せ
て　

教
室
、
他

３０

に
障
が
い
学
級
、
特
別
教
室
、
管
理
諸

室
、
給
食
室
、
体
育
館
、
屋
上
設
置
型

プ
ー
ル
、
防
災
備
蓄
倉
庫
な
ど
を
保
有

し
ま
す
。
市
内
で
２
番
目
に
な
る
オ
ー

プ
ン
・
ス
ク
ー
ル
形
式
を
採
用
し
て
お

り
、
廊
下
と
教
室
の
間
仕
切
り
を
な
く

す
な
ど
し
て
、
教
室
内
に
と
ど
ま
ら
な

い
多
様
な
学
習
ス
タ
イ
ル
に
対
応
で
き

る
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
山
ヶ
丘
小
学
校
の
完
成
予
想
図
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